
第 4 期 事業報告書 

 

令和 2 年 10 月 1 日から令和 3 年 9 月 30 日まで 

                                    NPO 法人あったかいいねっと 

 

・理事会の開催 

  開催日時 令和 2 年 12 月 11 日(金) 令和 3 年 5 月 30 日（日） 

令和 3 年  9 月 9 日(木) 

  開催場所 各回 浜田市熱田町 1129-1 事務所 

  出席者数 各回 4～5 名（理事人数 4 名） 

  議決事項の概要 運営に関すること 

 

・第 4 回通常総会の開催 

  開催日時 令和 2 年 12 月 13 日(日)18:10～19:40 

  開催場所 浜田市熱田町 1129-1 事務所 

  出席者数 11 名（出席正会員 8 名、委任状出席 3 名） 

議決事項の概要 ・3 期事業報告及び決算関係書類等承認 

        ・4 期事業案及び収支予算案承認、 

          ・役員変更の件 

・役員報酬に関する件 

 

１．事業の成果 

(1) 特定非営利活動に関わる事業 

①共生型デイサービス事業について 

当デイサービスはオープンから 3 年が経過しました。コロナ感染拡 

大により浜田市でも発症があり、感染対策を徹底し、感染予防設備を

整えて営業でした。 

今期の利用者は、延べ 3806 名（うち介護保険対象者 2787 名、障がい

者 828 名、障がい児 191 名）で、前期の 3090 名より 716 名増加しまし

た。一日の平均利用者は、約 12 人で（令和 3 年 9 月末現在）、多くの方

に利用いただき、元気になっていただくことが出来ました。 

利用者は、年齢が 5 歳から 96 歳（令和 3 年 9 月末現在）と幅広く、

身体的には、知的障がいや聴覚障害、精神障害、義足、認知症、糖尿

病、パーキンソン、膝関節症、心疾患などさまざまな病気や障害を抱



える方々でした。 

様々な状況の方々が民家をベースにしたデイサービスで一日を共に

過ごすことにより、相互理解と共に助け合いの心が醸成され、職員を

含め、大家族として楽しく過ごすことが出来ています。 

日々の活動としては、リハビリやレクレーション、入浴介助、手作

りの食事の提供のほか、野菜栽培や果樹（梅・杏・すもも・栗等）や

きのこ（椎茸・なめこ）等の収穫加工作業を行い、季節を通し年配の

利用者の方々の経験や知恵をそこで使ってもらいながら障がいのある

若い世代がそれを学ぶ機会を持ち、共生型施設ならではの素晴らしい

場をこの 3 年目もしっかりと積み重ねることが出来ました。 

今年度の新しい取り組みとして、臨床美術士の方に来ていただき、

アート作品作りに挑戦しました。 

また、アロママッサージ、演芸等ボランティア、共生型の体験ボラ

ンティアの受け入れも行うなど活動範囲を広げました。 

これらの活動を行う中で、30～50 代の障がいのある方が自分らしさ

を取り戻してきており、次のステップへ向けどのように取り組んで行

くかなど、共生型への取り組みが新たなステージへと変わってきてい

るのを感じています。 

 

②共生型交流サロン活動について 

NPO 設立の大きな目標でもあるサロン活動ですが、当初計画していた

定例会や講演会などはコロナ禍において開催を見送る他、オンライン研

修会に切り替え実施しました。 

地域共生社会に向けた人材育成事業や地域課題に真摯に向き合い、必

要とされながらも地域の中にないものに取り組んできました。 

    大きな取り組みとしては、「共生の森プロジェクト」や「クリエイタ

ープロジェクト」、「支援ハウスで仕事づくり事業」などです。 

    特に、生活困窮者・引きこもり支援として行った「支援ハウスで仕事

づくり事業」への取り組みは、浜田市初の取り組みとして、行政や他関

係機関からも注目を集め、その取り組みは新聞にも掲載されました。 

この事業をとおし、多くの地域課題が浮き彫りになりました。課題解

決には想定以上に困難な現状があることで苦慮しましたが、参加した

方々にとって、多くの人と関わりながら、安心して過ごせる場所が提供

できたことが、最大の成果となりました。 



しかし、助成金事業のため同規模での事業継続ができず、今後はサロ

ン活動の中で実施していけるよう検討していきます。 

(2) その他の事業 

該当なし 

 

2 事業の実施に関する事項（主な事業について） 

(1)  

事業名 事 業 内 容 

実施の日時・場所

、 

従事者の予定人

数 

受益対象者の範

囲 

及び人数 

事業費の 

決算額 

(単位：千円) 

通所介護事業

（共生型デイ

サービスお天

氣いいね） 

共生型デイサービ

ス 

（地域密着型通所

介護・総合事業、

共生型生活介護、

共生型児童発達支

援、放課後等デイ

サービス） 

月～土 

9：00～16：55 

浜田市熱田町112

9-1 

スタッフ：6～10

名 

定員1日15名 

要介護高齢者・

障がい児者  

3806名/年 

 

 

 

収益： 

37,271 

費用： 

   34,500 

サロン活動 

                            (予算のうち助成金) 

①共生の森プロジェクト（令和3年1月末まで） 

人材育成事業 

支援啓発事業 

ともいき交流

活動事業 

 

講演会、ワークシ

ョップ、秋祭り等 

季節の行事を取り

入れた定例会(芋

ほり)畑、遊歩道づ

くり、SSTなど 

月1回程度、土日 

浜田市熱田町112

9-1 

スタッフ：3名 

生きづらさを抱

える方々 

支えたいと思っ

ている方々 

1回10名まで 

2019.2～ 

2021.1完了 

総額： 

1,873 

4期分： 

1,170 

②持続可能な社会貢献活動支援事業（令和3年3月末まで） 

クリエイター

プロジェクト 

社会的弱者の若者

支援活動 

週2～3日1～2時

間   浜田市

熱田町1129-1 

スタッフ：2名 

参加者3名 580  



継続支援：あっ

たかコロナ 

コロナ対策、NPO活

動支援 

随時 

浜田市熱田町112

9-1 スタッフ：2

名 

当NPO活動全体 894  

③緊急コロナ対策中国五県休眠預金活用助成金事業（令和3年9月末まで） 

支援ハウスde

お仕事づくり

事業 

コロナで就職でき

ない若者支援 

令和3年1月～9月

週2～3回2～3時

間 

浜田市熱田町 

 スタッフ：2名 

1日以上関わっ

た人数24名（ボ

ランティア高校

生から60代後半

、雇用契約参加2

名） 

延べ174人参加 

5,200  

④定例会 

共生型交流サ

ロン 

地域の障がいの有

無、年齢に関係な

く参加できる活動 

毎月1回第3日曜

日午前中(10時～

12時) 

浜田市熱田町112

9-1 スタッフ：2

名 

支援ハウスの活

動に含め実施 

０  

⑤その他 

目の前の笑顔

のために事業 

随時 実施なし 生きづらさを抱

えている人 

０  

ファーム 

畑で命の循環

を学ぶ活動 

畑作業、収穫、調

理、販売など 

随時 

浜田市熱田町112

9-2 スタッフ：2

名 

支援ハウスの活

動に含め実施生

きづらさを抱え

ている人 

   ０ 

マリン 

海を楽しむ活

動 

浜田の海、千弘丸

と協働体験試行 

実施なし 生きづらさを抱

えている人 

０  

サロン活動 小計 7,844  

デイ・サロン 合計 42,344  

※NPO 法人全体としては活動計算書参照 

 


